
 

 

新年度更新処理について 
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新年度更新処理の概要 

 新しい年度になっても前年度の会計にそのまま仕訳を入力してください。 
ただし、伝票番号は前年会計からの連番になりますので仕訳伝票などの印刷は、仮番号として扱っ

てください。 
 新年度往診処理を行うと、次のようになります。 

・新しい年度のデータフォルダが出来て必要なデータが前年度からコピーされて移動します。 
・伝票番号は 1 番からの連番に変わります。 
・前年度の B/S の期末残高は、新年度の期首繰越金になります。 
・前年度の P/L 科目の決算額は前年実績の欄に入ります。 
・前年度に作成した次年度予算は、新年度の当初予算に移動します。 
・前年度のデータは変更されません。 

 新年度処理が終わったら、初期設定メニューでデータパス名、会計期首、繰越金等を確認してくだ

さい。 
 
【補足事項】 
• 新年度更新を行ったあと、前年度の会計を修正しても新しい年度のデータは変更されませんので、

繰越金などは“繰越金設定”で修正してください。 
• 新年度更新処理をやり直したいときは、新年度のデータフォルダを削除すると、再度新年度更新処

理が出来るようになります。 
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新年度更新処理の手順 

補助作業メニュー ⇒ 新年度更新処理 
 
 新年度のデータパス名を設定します。 

下図の例では、2014¥ としています。 
 会計期末期日は、前年度会計末の期日です。通常は変更しないでそのまま実行してください。 

 
 

 新年度更新処理が終わったらメインメニューに表示されるデータパス名を確認してください。 

 
 
 

  



 

 

新年度更新処理を行った後での確認 
 
 初期設定メニューの会計期首が正しいことを確認してください。 

 
 

 初期設定メニューの繰越金の確認を各部門について行ってください。（重要） 

 

 
【補足事項】 
• 新年度更新処理は、前年度の決算が確定してから行ってください。 
• もし、新年度更新処理を行った後で前年度の会計の修正を行っても新年度の繰越金には自動的

に反映されることありませんので、手で修正をしてください。 
 
 
 
 

部門の変更はここ 
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